日本の古文書にみる独島（竹島）資料叢書　全19巻
일본고문서 독도자료 총서　発行<韓国学術情報　　セット109,640円(税込)
韓国学術情報（株）は韓国側の文献でなく日本の古文書を紹介することによって独島（竹島）領有権論争を深めていくために『日本古文書独島（竹島）資料叢書』を発刊することにした。 この叢書は日本の古文書を徹底的に解読する過程を経て論争の基本的枠組みを備えられるようにしている。 これまでは部分的な紹介に終わっっていたが、膨大な資料を集大成して、検証を経て紹介することによって、これまでの間違いを正すことができる契機を用意するだろう。
『日本古文書独島（竹島）資料叢書』で紹介する日本の古文書は日本の客観的見解を持つ知識人が残したものであり、今回の叢書の発刊で学者だけ留まっていた知識が一般読者にも拡大する道が開かれるだろう。 
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竹島文談(改訂版)
ゴン·オヨップ,大西俊輝  訳 | 新菊判 | 343ページ | 2011.08.26. 
 『竹島文談』は陶山と加島が竹島に関して現実的な問題を論じるために交わした書簡
を整理したものである。 これは学者間の私的な手紙で無意味に見えるかもしれないが、
日本人学者自ら独島に対する政府の態度に対して無条件に同調するのではなく、論理的
に接近してその根拠を交流しあっているという点で意味がある。 また、彼らがやりとり
した手紙を通じて独島問題に対する日本人の認識を見て取ることができ、どのようにす
れば論理的に対処することができるのか、考える契機になる。 
竹島渡海由来記抜書控 上・下
ゴン·オヨップ,大西俊輝 訳 | 新菊判 | 上: 314ページ, 
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下: 334ページ | 上 :2011.04.15. 下:2011.05.16.
独島問題を解決するためには日本の記録、特に鳥取県と対馬にある記録を読むことを
先にしなければならない。 それらが伝える意味を読み取ることができない限り、独島
に関する私たちの正統性を日本を説得することは難しいだろう。 ‘竹島渡海由来記抜

書控’は1617年大谷家から出されたもので、安龍福を拉致して江戸幕府に送った内容
を記した数少ない文献である。 また、この資料には朝鮮粛宗時代に安龍福が日本に渡っ
て日本の最高責任者であった関白に面会し、関白が鬱陵島と独島が朝鮮土地だと認めた
という記録が含まれている。 それゆえ‘竹島渡海由来記抜書控’の今回のハングル翻
訳本は最近の日本史教科書問題などでより一層ふくらんだ独島問題解決のために重要な
意味と役割をもつことになるだろう. 
竹島と鬱陵島
奥原碧雲 著, ゴン·オヨップ訳 | 新菊判 | 
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324ページ | 2011.05.16. 
「竹島及び欝陵島」は日本が独島を編入した後に、著者が最初に独島を視察して
記録したことで、独島を編入した時代的背景と思想を理解できる記録である。 
このような記録を通じて当時日本が意図した底意と日本が必要とした論理を理解
することが、迂迴的な方法のようだが、日本の意図を突き崩す近道だと考える。 
これまでそのような努力がなかったので、日本は今でも私たちの論理に耳を傾け
ようとはしない。 独島に対する日本の主張に反論するにあたって、私たちが犯し
た過ちは何より日本の資料を消化できないまま反論を展開したことであった。 
それゆえにこの翻訳書を出版することになった。 この翻訳書は原文を掲載してそ
の解釈を下につけており、原文の間に用語や文脈が意味する内容を解説として挿
入した。 そして原文に対する説明やそれに対する反対意見は解説として紹介する
形態で構成している。  
日本販売代理店

ビスタ　ピー･エス
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